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千葉西ロータリークラブ

創　立　1976年1月20日　　承　認　1976年2月25日
会　長　渡　邉　岳　仁　　　　　幹　事　長　坂　圭　将
例会場　京成ホテル ミラマーレ
　　　　TEL 043-222-2111
例会日　毎週火曜日 12:30～
事務局　千葉市中央区新田町12-1　トーシン千葉ビル7階
　　　　TEL 043-245-3202　FAX 043-245-7522
　　　　E-mail：chibawestrc@wrpc.co.jp
　　　　URL：https://www.chibawest-rc.net/

地区スローガン ： 「Bring up Engagement　エンゲージメントを育もう」
クラブ方針 ： 「 進 化 」 keep on smiling

■ 会長挨拶 /渡邉岳仁 会長
本日はウサギとカメの話をさせていただきます。この話は、山のてっぺんまでウサギとカメのどち
らが早く着くのか、競争をする話です。
ウサギは自分の方が足は速いと油断をし、途中で昼寝をしてしまいました。一方の亀は、一生懸
命休まずゴールを目指し、先にゴールして勝利するお話です。このお話から学ぶことは、自分の
方が優れている・圧倒的に有利だと油断をしてはいけないと言うことです。
ただ、社会人である私たちはこの話を違う角度で考えてみますと、うさぎと亀の目標設定が勝敗
を分けたと考えられます。うさぎの目標は亀に勝つこと。亀の目標はゴールまで早く到着すること
でした。
私たち千葉西ロータリークラブも、２年後に創立 50 周年を迎えます。他クラブと会員数、事業
の多さとかで比べ、そんなことで良いクラブ・悪いクラブだと思ってませんか？
会員お一人お一人が楽しく奉仕を学び、実行し成長して行けるクラブが良いクラブではないでしょ
うか？
目指すゴールを決め、みんなで目標に向かって楽しく頑張って行きたいと思います。

四つのテスト/ 菅野友博 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
　なし

■ 幹事報告
　次週、3月18日（月）～ 19日（火）
　事務局お休みをいただきます。

■ 委員会報告
　なし
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■ クラブフォーラム　青少年奉仕委員会主催　荘司芳樹委員長
皆さまこんにちは。
私は職業柄、新入社員の解雇と関わることがあります。日本人の中には「就職になり3月1日に会社へ行
こうと思っていましたが、会社から連絡がなく不安だった。」つまりこうやってもらって当たり前、あなたが
悪い、正しいのが私なので私に合わせてほしいという方がいらっしゃいます。このような方は残念ですが
丁重にお断りし退職という運びになります。
先日、ある専門学校の卒業式に出席しました。卒業生が200名くらいでしたが、全員が外国人です。ネパー
ルやベトナムから未成年で一人で来日し、アルバイトをして学費を稼いで就職をし、学んだ事を自国へ持
ち帰り自分の国を良くしようということです。一体何が違うのかと考えた時に「教育」と思いました。外国
人は野心があり前途有望です。
「人材」という言葉があります。コンサルタントなど人材の材の字を「財」と書く人がいます。日本の戦後の給料制度を作り
ました、楠田丘先生が仰っていたことばが印象に残っています。「自分はこれが嫌いだ、何故なら財は貝である。磨かず大切
にしまうのですか。」材は木なので、育てて磨いて役立てるのが本来だという話です。私はそれから材という字を使おうと思っ
ています。青少年を育てるのも我々が手助けをしてよい人材に育っていけたらと思います。これまでやってきたこと、これか
らやるべきことを藤崎さんにお話ししていただこうと思います。ありがとうございました。

第47回ＲＹＬＡセミナー in 鴨川
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■ 提唱するインターアクトクラブとは　
藤崎泰裕
インターアクトクラブでは、12 ～ 18 歳
の中学・高校生が、地元でのボランティ
ア活動や海外のインターアクト会員（通
称「インターアクター」）との交流を通
じて視野を広げ、国際感覚を養ってい
ます。
ロータリークラブの支援を受けて設立さ
れるインターアクトクラブでは、友だちと一緒に楽しみなが
らロータリーの「超我の奉仕」を学び、行動力を身につけ
ます。

インターアクトの名前は「 INTERNATIONAL ACTION（国
際間の活動） 」とも 「Interaction（国際的交流）」とも言わ
れています。
地域や国、世界にまたがる活動のあらゆる次元で、クラブ
同士、そして会員同士がつながるという理念を表していま
す。
インターアクトは 1962 年に米国で最初のクラブが結成さ
れ、現在では世界145の国と地域に14,911のクラブがあり、
約 34 万人の青少年が参加しています。

学校法人成田山教育財団成田高等学校
学校法人君津学園木更津総合高等学校
千葉県立千葉商業高等学校
千葉県立大原高等学校
千葉県立茂原樟陽高等学校
千葉県立館山総合高等学校
千葉県立安房拓心高等学校
学校法人千葉経済学園千葉経済大学附属高等学校
学校法人愛国学園愛国学園大学附属四街道高等学校
学校法人千葉黎明学園千葉黎明高等学校
学校法人東京聖徳学園光英 VERITAS 学校・高等高校
学校法人東海大学東海大学付属市原望洋高等学校
学校法人君津学園市原中央高等学校
13 校ですが　12 ～ 18 歳の中学・高校生とありました
学校法人東京聖徳学園光英 VERITAS 中学校にもインター
アクトクラブがございます
従いまして　本来ならば 14 校です

千葉県立千葉商業高等学校インターアクトクラブは　当初
千葉ロータリークラブが 1965 年昭和 40 年 12月1日設立
させました
そして　1966 年昭和 41 年 10月新千葉ロータリークラブ
の設立により　テリトリーの関係により新千葉ロータリーク
ラブへ提唱が移行しています

千葉西ロータリークラブ創立後　川口卓三 年度　1984 年
5月29日に引き継ぎが決定し　佐藤　貢 年度　1984 年 7
月1日より提唱しました

皆さまお気づきになられましたでしょうか
先日　国外研修報告で
インターアクト委員会となっています
千葉商のインターアクトクラブは　会員がいなくなり廃部の
危機がありました
その危機を乗り越えるために委員会に変更したようです
各クラスから2名ずつ選出され　部活動とは別に奉仕活動
を実施しています　なので人数が多いのです
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大塚初代をはじめ地区委員長を務めております　ぜひ今後も地区委員長が当クラブから出ていただきたいと思います
当クラブでは　ふれあい花壇でしかインターアクターとの活動がありませんので　何か一緒に活動できる企画があればよいと
思います　また今後もふれあい花壇の継続を社会奉仕委員会にはお願いいたします
さて　今後千葉西ロータリークラブが　ホストを務める予定は　2029-30 年度　第 62 回インターアクト指導者講習会になり
ます　その後　2033-34 年度　第 66 回インターアクト年次大会と2033-34 年度　第 42 回インターアクト国外研修が　ホス
トです　よろしくお願いいたします
ご清聴ありがとうございました。
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クラブ広報・ロータリー情報委員会  【委員長】 依田和孝 【副委員長】 海寶勘一 【委員】  *足立啓輔   *上田裕美 
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■次週プログラム

　3月19日（火）休会

　3月26日（火）会長エレクト研修セミナー報告

　　前野拓郎会長エレクト

　12:30点鐘　京成ホテル ミラマーレ

44

41 11 24 38.46 817,000

7,00073.1730 5

 ニコニコBOX
 ・藤崎…新井 PPいろいろお世話になりました。本日の青少年インターアクトはご理解できましたでしょうか？
 ・前野…今週土曜日、PETS 受講してきます。
 ・長坂…青少年奉仕委員会の皆様、歴代の委員長の皆様、本日はありがとうございました。
　　　　前野さん、会長エレクト研修セミナー頑張ってください。新井パスト会長のご冥福をお祈り申し上げます。
 ・桜井…今年の目標数字を達成いたしました。

■ 会員拡大の試み
・新入会員の勧誘について回答いただきました。

■ 2024-25 年度　地区委員会方針
 ・地区危機管理・防災への取組み
　　＊ハラスメントなどの危機管理全般を対象
　　＊災害などに対する危機管理を対象
　　＊上記の問題に対する基本的対策を検討する
　　検討課題を整理、マニュアルや指針、組織などを提言
　　RIJYEMと協調（国際ロータリー日本青少年交換他地区合同機構）
 ・ラーニングファシリテーター直轄４委員会
　理念委員会
　　＊ロータリーの理念や歴史、モットーなどを啓蒙
　　＊RI 会長はクラブ運営に “４つのテスト” を奨励
　ラーニング委員会
　　＊MyRotary のラーニングセンターの受講の奨励
　　＊セッション形式による「気づき」の学習を推進
　DEI 推進委員会
　　＊DEI の更なる推進をはかり、会員の帰属意識を向上
　RLI 委員会
　　＊ロータリー全般の学習を推進
　　＊セッション形式の推進によるファシリテート技術の向上
 ・管理運営統括委員会
　統括委員会
　　＊ロータリーデー（ポリオイベント）の企画・運営
　会員増強・退会防止委員会
　　＊会員増強ガイドを使ったセミナーやセッションの開催
　広報・公共イメージ向上委員会
　　＊ソーシャルメディアの積極的活用
　　＊マスコミとの連携
　フェローシップ・親睦活動委員会
　　＊地区内各団体の活動をサポート
　　＊親睦活動の企画・運営
 ・奉仕プロジェクト統括委員会
　職業奉仕委員会
　　＊会員の職業スキルを活かした活動を推進
　　＊VTT 活動の検討（医療・福祉・幼児教育等）
　社会奉仕委員会
　　＊社会奉仕活動の実例を紹介
　　＊地域社会調査の実施を推奨
　　＊地区補助金の審査
 　国際奉仕委員会
　　＊「TSUNAGU」の運用
　　＊地区リソースネットワークの構築を検討

 　環境委員会
　　＊地区内企業のカーボンニュートラルへの取り組み支援
 ・青少年プロジェクト統括委員会
　統括委員会
　　＊ロータリー希望の風奨学金の継続
　インターアクト委員会
　　＊地区内インターアクトクラブとの連携
　　＊海外派遣研修の継続（台北 3522 地区他）
　青少年交換委員会
　　＊青少年交換の実施の継続
　　＊一般財団法人 ROTEXとの連携
　RYLA 委員会
　　＊青少年指導者養成プログラムの継続
 ・ロータリー財団統括委員会
　統括委員会
　　＊ロータリー財団関係全委員会をスムーズに継続
　財団資金管理・寄付推進委員会
　　＊財団資金の活用の具体的な事例を紹介
　　＊ポールハリスソサイエティーの会員増強
　グローバル補助金プロジェクト委員会
　　＊GGプロジェクトの推進（パキンスタンとの連携）
　地区補助金プロジェクト委員会
　　＊地区内クラブの地区補助金活用の推進
　　＊RACの補助金使用の要件を再検討（寄付金の徴収）
　奨学生・学友委員会
　　＊奨学生の支援
　　＊奨学生出身者の社会貢献事例を紹介
　ロータリーポリオプラス委員会
　　　＊ポリオプラスソサエティーの会員増強
　平和フェローシップ委員会
　　＊ロータリー平和フェローのプロジェクトの紹介促進
　　＊平和フェローによる卓話や講演を企画・運営
 ・米山記念奨学委員会
　　＊米山奨学生制度の運営・サポート
　　＊米山奨学生の選定・サポート
 ・RAC 拡大委員会
　　＊RACの更なる拡大（特に地区内大学との連携）
　　＊青少年プロジェクト統括委員会との連携
 ・月信委員会
　　＊紙ベースの冊子とスマートフォン対応のデジタル版を用意
　　＊デジタル版はメルマガ形式で、動画のコンテンツを多数用意
　　＊新入会員の動画紹介を採用

  4 月プログラム
 ・ 2日　クラブフォーラム 社会奉仕委員会（京成ホテルミラマーレ）
 ・ 9日　クラブフォーラム クラブ広報・ロータリー情報委員会（京成ホテルミラマーレ）
 ・16日　クラブフォーラム C.L.F.（京成ホテルミラマーレ）（寄付金受付）
 ・23日　クラブフォーラム 各同好会（京成ホテルミラマーレ）
 ・30日　休会

  3 月プログラム
 ・ 5日　ゲストスピーカーApple 社「FileMaker の導入メリット」（京成ホテルミラマーレ）
 ・12日　クラブフォーラム　青少年奉仕委員会（京成ホテルミラマーレ）
 ・19日　休会
 ・26日　会長エレクト「PETS 報告」（京成ホテルミラマーレ）（寄付金受付）


